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意見交換会実施報告書 
 

開催日時 
平成２７年１１月１１日（水） 

午後６時３０分 ～ 午後８時００分 

開催場所 大町公民館分室 学習室 

出席議員 

二條 孝夫 （責任者、報告者）  佐藤 浩樹 （記録者） 

太田 昭司 （受付等）      大和 幸久 （受付等） 

中牧 盛登 （司会者） 

参加市民数 １４人 

議会報告内容 
平成２６年度決算・事務事業評価について 

人口ビジョン・総合戦略について 

意見交換内容 

（要望提言等） 

 

人口ビジョン・総合戦略について 

○発言１ 

 就職先がない。ほとんどの学生が都会へ進学している。Ｕターン

就職をしたいという学生も少ない。これらが人口減少の一因となっ

ている。将来に向けた具体的な戦略がないと感じている。 

★回答１ 

 進学するのであれば、自らの将来を考え、叶えてほしいが、それ

以上に若者が帰ってくる施策をとっていかなければならない。昨年

から実施している定住支援などにより、社会動態で転入と転出の差

が縮まってきている。さらに拡充することを期待している。 

 

○発言２ 

 総合戦略には具体的な戦略が見えない。大町市には雪や山もある

し、水も空気も良いなどの環境が揃っている。そこをアピールし、

観光客に選ばれる街になる必要がある。例えば、「大町温泉郷」を「信

濃大町温泉郷」としてＰＲ作戦を展開するなど、「信濃大町」のブラ

ンド力向上が必要ではないか。 

★回答２（各議員の主な回答内容） 

・大町市の地域資源をどう磨くかが大事である。その資源を皆さん

からも提案していただきたい。総合戦略の最終的な目標は、大町

市民の所得を増やすことと考えている。 

・大きな商業施設イコール発展とはならず、利益は本社のある都市

部に行く。地域の商店を活用するなど、地域にお金が回るシステ

ムが重要である。 

・子育て、お金、サービス等の支援体制は地域間競争が激化してい

る。住みやすい・生きがいに重点を置いた街づくりが求められて

いる。大町を見てもらうためには、「魅力の向上」が必要である。 

・インターネットを活用し魅力を発信している自治体もある。お金

をかけずともＰＲが出来るシステムがすでにある。魅力を発信す

るためにも利用して欲しいと思う。 

・大町市の資源は山と水だと思っている。もう一つは教育と子育て

しやすい街づくりが必要。こうした街づくりは観光にも必ず結び
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つくと考えている。 

 

○発言３ 

 他市から大町市へ転入した場合、定住促進奨励として商品券を受

け取ることが出来るが、自治会への加入が必要となり、かつ 4 年以

上居住しないと対象にならない。アパートによっては自治会に未加

入の場合もある。そのシステムを改善して欲しい。 

★回答３ 

 行政側へ伝える。 

 

○発言４ 

 人口減少、世帯数減、有線放送加入者も減となり、死活問題とな

っている。人口増という高い目標を設定して欲しかった。現状は自

治会加入が条件になっているなど、定住のハードルが高いと感じて

いる。 

★回答４ 

 行政側へ伝える。 

 

○発言５ 

 所得を増やすより市民が幸せになることに重点を置いて欲しい。

人口減少に対する提案としては、大町市に大学があれば、この自然

の中で学びたいという若者はいると思う。また仕事がないのであれ

ば都会から若者が帰ってきて、起業しやすいような街づくりを目指

して欲しい。 

★回答５ 

 ご意見として承る。 

 

○発言６ 

 中心市街地は、人口が減ったら商売にならない。商店が減れば人

口減少のグラフはさらに急カーブとなる。議会には、人口が減った

ら市民は死んでしまうという危機感を持って総合戦略を考えていた

だきたい。 

★回答６ 

 中心市街地の人口は平成 26 年 10 月 1 日現在で 4,807 人となって

おり、平成 18 年から 11.1％の減少で市全体より人口の減少が激し

いと認識している。議会としても危機感を持っている。 

 

○発言７ 

松本糸魚川連絡道路もルートが決まらない状況であるが、建設に

向けて市の必死さが市民に伝わらない。ＵターンやＩターンどころ

ではなく、大町市で生活する不安の方が大きいのが現状である。 

★回答７ 

 ご意見として承る。 

 

○発言８ 

 福祉の現場は常に人手不足であり、高齢者増、若者減の悪循環が

生じている。人手不足を解消する市の支援をお願いしたい。また人
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口減少に応じた補助金のあり方や地域の福祉を支えるシステムを検

討し、民間、社協及び広域連合の仕事の住み分けをして欲しい。 

★回答８ 

 行政側へ伝える。 

 

○発言９ 

 農業をもう一度見つめ直すことはどうか。楽しい野菜作り教室を

取り組んでいるが都会からの出席者も多い。 

★回答９ 

 ご意見として承る。 

 

芸術と文化について 

○発言１０ 

 食とアートの廻廊を議会としてどう捉えているか。市の活性化へ

つながるのか。是非市民を大事にする施策になって欲しい。 

★回答１０ 

チェック機関としての議会の役割を認識して、今後も検証してい

く。 

 

○発言１１ 

 旭町の旧教員住宅 4 戸にアーティストが入る。地元自治会に迷惑

にならないようにしてほしい。 

★回答１１ 

 行政側へ伝える。 

 

太陽光発電について 

○発言１２ 

 ソーラーパネルの規制は出来ないか。 

★回答１２ 

 大規模の開発には住民説明会や規制があるが、小規模の開発には

説明会や届出は必要がない。近隣地での建設により、ラジオが聞こ

えにくいなどの声も聞いている。行政側へ伝える。 

 

大町病院について 

○発言１３ 

大町病院に一般会計より 8 億円繰り入れている。経営改善してい

るように見えない。 

★回答１３ 

 公立病院の健全化計画を来年までに策定すると聞いている。経営

改善に向けて、病院の方向性を出す必要がある。議会としてもチェ

ック機能を果たしていく。 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 


